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日 １０５ マリアはキ
リストの共同救済者

― マリアは主の十字架のいけ
にえに立ち会われた。 ― キ
リストとの共同救済者。 ―
マリアとミサ聖祭。
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年間第１２週・土曜日

１０５ マリアはキリストの共同救済
者



― マリアは主の十字架のいけにえに
立ち会われた。

― キリストとの共同救済者。

― マリアとミサ聖祭。

１０５．１ マリアは十字架上の犠牲
に立ち会われる

イエスがこの地上で生活されている
間、御母マリアは、ベツレヘム、エ
ジプト、ナザレで愛のこもった配慮
で世話をしながら神のみ旨を果たさ
れました。子どものためにどの母も
するように、日常生活で必要なこと
はすべて母として世話をしました。
その生命が危険にさらされているよ
うな、際立った必要性が生じた時も
同じです。御子は、マリアとヨセフ
と共に、犠牲と朗らかな愛に満ち、
信頼できる世話と保護を受け、仕事
に勤勉に従事する雰囲気の中で成長
されました。



後に、公生活の間、マリアは、物理
的にはめったにイエスに従いません
でしたが、どんな時でも、イエスが
いる所を知っており、奇跡と教えの
知らせはマリアに届きました。イエ
スは、時々ナザレに行き、そこにい
る間、母と共に多くの時間を過ごし
ました。弟子の大多数は、ガリラヤ
のカナの婚姻の時から、マリアを
知っていました１。 水をぶどう酒に
変えることは別として、そこで、マ
リアは重要な役割を果たしました。
しかし、他のどの奇跡の時も、聖母
の存在を聖書著者は記していませ
ん。人々が御子に夢中になっている
時、マリアはそこにいませんでし
た。

「私の母・聖マリアの謙遜、なんと
素晴らしい謙遜だろう。エルサレム
入城の場面で、イエスが棕櫚(しゅ
ろ)の枝をかざす群衆に大歓迎された
とき、マリアの姿は見えない。最初
の奇跡であるカナの婚(こん)宴(え



ん)を除けば、大きな奇跡の場にもお
られない。しかし、ゴルゴタでの軽
蔑(けいべつ)からは逃げ出さず、そ
こ、〈イエスの十字架の傍(かたわ)
らに〉立っておいでになる」２。

起きてくるすべてのことを心に思い
巡らされながらも、通常は、聖母は
御子と完全に一致してナザレに留ま
られています。しかし、悲しみと見
捨てられた孤独の時には、聖母はイ
エスと共に留まっておられるので
す。

神は、マリアに並外れた特別の愛を
注いで彼女を愛しておられました。
それにもかかわらず、神は、御子以
外誰も経験したことのないほどの苦
しみを共に享受させ、カルワリオの
試練に遭わせます。マリアはおそら
く、慰めに満ちた優しい婦人たちと
共に家に静かに留まっていることも
できたはずです。「結局、できるこ
とは何もなく、マリアがそこにいて



も、御子の苦しみと辱めを避けるこ
とも和らげることもできませんでし
た。しかし、それにもかかわらず、
マリアはそこにいました。自分が生
かすことも苦しみをなくすこともで
きないことがわかる時でも、取り乱
して立ち去るのではなく、母親なら
誰でも息子の死に際でもそこに留ま
るでしょうが、マリアも母としてキ
リストと共にいたのです。否、聖母
マリアは、自らを御子に一致させ、
愛ゆえにキリストと共に苦しむこと
を選ばれたのです」３。マリアは少
しずつ十字架に近づきます。つい
に、兵士は、傍に留まるのを許さな
ければなりませんでした。聖母はイ
エスを見つめ、御子は母を見つめま
す。最も緊密な一致のうちに、御子
の共同の贖い主として、わが子を御
父である神に捧げられます。苦しみ
苦悶している御子と心をひとつに
し、苦痛、それも死に近い苦しみに
耐えました。マリアは、人類の救い
を得るために、ご自分に任された限



りを尽くして神の正義をまっとうす
るために、わが子に対する母の権利
を放棄しました。マリアは、キリス
トと共に人類を贖われると言われて
いるように、正にそのとおりに御子
を犠牲にされました４。

聖母マリアは、イエスと共にいただ
けではなく、最初の祭壇上で捧げら
れたこの犠牲に、積極的に密接に一
致されていました。そうすることに
よって、ナザレで何年も前に告げら
れたフィアット（なれかし）を果た
され、進んで人類の贖いを共にされ
ました。また、私たちは、教会の真
の中心であり、心であるミサを挙行
するごとにマリアを見出すことがで
きます。この事実のお陰で、多くの
機会に自分の犠牲をキリストの燔祭
に一致させることで、聖体の犠牲を
もっと良く生きることができます。
そして、自分がカルワリオにいて、
聖母のすぐ近くにいることを感じる
のです。



１０５．２ キリストと贖いを共にす
る

十字架上からキリストは、神秘体で
ある教会を、聖ヨハネを通してマリ
アに委ねました。イエスは、私たち
が常に自分の身を守るためにはマリ
アが必要であることをご存じでし
た。私たちを救い、私たちのために
とりなしてくださる人､マリアが必要
なのです。その時から「マリアは、
御子を守ったのと同じ忠誠心と努力
をもって教会を守ってきましたし、
これからも守られるでしょう。彼女
は、ベツレヘムの飼い葉桶からカル
ワリオをとおして、教会が誕生した
聖霊降臨の高間に至るまで御子を見
守られました。マリアは、教会のす
べての移り変わりに存在されていま
した。教会の歴史の最も困難な時で
さえ、特別な方法で教会に一致され
ていました。マリアは、特に教会が
危機にある時に教会の近くにおられ
るのです。教会は、どんな時でも、



彼女の最初の子、十字架につけら
れ、復活されたキリストに似て、自
分の子キリストのようだからです」
５。

聖母マリアは、神がキリスト者の魂
に、神がマリアに据えたのと同じ熱
意、即ち、すべての人々が再び神の
友になるために共同贖い主になる望
みを印(しる)すようにとりなされま
す。「ゴルゴタの丘の上で、卓越し
た方法で、贖いを共にされた聖母マ
リアの信仰と希望、燃えるような愛
は、成果がなく、悪の力によって見
通しが暗くなったように見えても、
使徒職において落胆することなく、
私たちが成長し、外的な困難におい
ても人間的、超自然的に強く、やり
とおすための招きでもあります。戦
いましょう。この日常の仕事に対し
て、この単調で引きずるだけの重荷
に対して、この無気力同然の順応に
対して戦いなさい！ 十字架上のキリ
ストを見なさい。十字架の傍のマリ



アを見なさい。マリアは、浴びせか
けられる侮辱、嘲り、裏切りを目の
当たりにします。しかし、キリスト
とこの贖いの行いを助けるマリア
は、苦しみにあっても常に楽観的で
あり、平和に満ち、忍耐強い方で
す。そして、三位一体に委ねられた
使命を果たされます。このお陰で、
私たち一人ひとりは、自分はもう一
人のキリストであることを鮮明に思
い出すことができます。そして、キ
リストは、苦しみ、疲労、非常に恐
ろしい困難の最中に使命をお果たし
になったことを思い出すのです。私
は、あなたが聖母マリアに目を向
け、自分自身や他の人々のために、
イエスの贖いに全幅の信頼を寄せる
ように、そして、御母よ、あなたの
ように、私たちも共に贖いたいと願
うように勧めたいと思います」６。
贖いを共にし、世界の聖化に協力
し、永遠の生命のために霊魂を救
う、これ以上に人の一生を満たす素
晴らしい理想がありますか？ 聖母は



今、カルワリオの御子と贖いを共に
されています。天使のお告げを受
け、お言葉どおり、この身に成りま
すようにと応えられた時もそうでし
た。ベツレヘムでもエジプトにいた
ときも､そしてナザレでも日々の日常
生活でもそうでした。もし、一日中
を祈りで満たし、良心的に働けば、
また仕事場や家庭で出会う人々に愛
徳をもって接し、日々もたらされる
反論を落ち着いて捧げるなら、私た
ちは、マリアのように、一日24時間
を贖いとして主と共に捧げることが
できます。

１０５．３ マリアとミサ

イエスは、御母と、傍に立っている
大切にした弟子をご覧になった時、
御母に言われました。「婦人よ、ご
覧なさい。あなたの子です！」７そ
れは、死の直前の、最後のプレゼン
トでした。イエスは、御母を私たち
の母としてお与えになりました。



その時から、キリストの弟子は、大
切な方を持つことになりました。つ
まりマリアを母としていただいたの
です。マリアが、教会で母としての
役目を果たすことは永遠に続くで
しょう。「弟子はその時から、イエ
スの母を自分の家に引き取った」
８。死の贖いによって、イエスは、
世の終わりまで続く新しい時代を始
められました。次のように言うこと
ができます。「キリスト者でありた
いなら、マリアのようでなければな
りません」９。つまり、よいキリス
ト者であるためには、マリアへの大
きな愛を持つ必要があるということ
です。イエスの偉業は二つに要約さ
れます。一つは、私たちを神の子に
してくださったこと。そしてもう一
つは、私たちをマリアの子にしてく
ださったことです。

3世紀の原本には、イエスは、「こ
れはあなたの息子である」とマリア
に言わず、「そこにあなたの息子が



います」と言われた、と指摘してい
ます。また、マリアには、イエス・
キリスト以外に他の息子がいなかっ
たので、彼の言葉には「今から、あ
なたにとって、この人はイエスで
す」という意味に解釈できます１０。
聖母マリアは、一人ひとりのキリス
ト者の中にイエスを見出します。私
たちの代わりにキリストご自身がお
いでになるかのように私たちに接し
てくださいます。私たちが窮地にい
る時に、どうして私たちのことを聖
母が忘れることができるでしょう
か？ 私たちのために、聖母が御子か
ら何をいただかないというのでしょ
うか？ マリアが、私たち一人ひとり
をどれほど愛してくださっている
か、私たちには想像することさえで
きないほどです。

ミサ聖祭を行うか参加している間、
マリアを見出すことを習慣にしてい
きましょう。そこで、祭壇上の犠牲
に聖母が共にいてくださると思え



ば、パレスチナの道を歩かれた時の
聖母の控えめな静けさが、ミサに漂
い渡るのです。ミサ聖祭は、三位一
体の行いです。それは、御父のみ旨
によって、聖霊との協働の内に行わ
れ、御子は人類の救いのため自らを
奉献されます。それは、この深遠な
神秘のうちに、人は、御父である神
の娘、御子である神の母、聖霊であ
る神の、花嫁であるマリアの最も清
らかなみ顔があたかもベールに包ま
れているかのように現存されるのに
気づきます。

祭壇上のいけにえであるイエスと付
き合うと、必然的に御母であるマリ
アとの親しさが深まります。イエス
を見出す者は誰でもまた、無原罪の
マリアを見出します。そして、キリ
ストを崇拝するために旅をした聖な
る3人の賢者に起きたことが起こり
ます。「家に入ってみると、幼な子
は、母マリアと共におられた」（マ
タイ2・11）１１。マリアと共であれ



ば、私たちは、イエス・キリストと
心を一つにして、自分の全生涯、自
分の考え、望み、仕事、感情、行
い、愛すべてを捧げることができま
す１２。 聖なる父よ！と、私たちは心
の底から叫び、これをミサ聖祭の
間、心の中で繰り返すことができま
す。「マリアの汚れない御心をとお
して、あなたを、あなたの最愛の御
子イエスを、そして私自身もイエス
の内に、イエスと共に、イエスを通
して、イエスのすべての意向のため
とすべての被造物の名において捧げ
ます」１３。

祭壇上の聖なるいけにえを相応しく
祝うか、これに参加することが、イ
エスとその神秘体､そして全人類を捧
げることのできる最高の奉仕になり
ます。ミサ聖祭中、マリアと共に与
れば、私たちは全教会と特に一致し
ているのです。

１ ヨハネ２：１－１０ 参照
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９

７ ヨハネ１９：２６

８ ヨハネ１９：２７
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１１ 聖ホセマリア・エスクリバー，
The Vergin Mary, Libro de Aragon,
Saragossa １９７６

１２ フィリピ２：５ 参照
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